
 

 １１月２日（木）南三陸高等学校第一体育館にて、「志津川高校（南三陸高校）創立１００周年記

念式典」が粛々と挙行されました。当日は宮城県教育委員会教育長の佐藤靖彦様をはじめ、関係各所

から多くの方々にお越しいただき、お祝いのお言葉を頂戴いたしました。 

 また、株式会社植松電機代表取締役の植松努様をお招きし、人の自信と可能性を信ずることをテー

マとした記念講演を催しました。植松様の語り口は一人ひとりに語りかけるように軽妙洒脱であり、

たちまち、その場にいた誰もが話に引き込まれてしまいました。 

 本校は実家女学校としてこの町に産声をあげ、戦後の高等学校設置基準制定に伴い志津川高等学校

として連綿と長い歴史を積み重ね、これまで有意な人材を数多く輩出してきました。そして、今、南

三陸高等学校として次の１００年に向け歩み始めました。 

 記念式典及び講演会にお越しいただきました皆様、本当にありがとうございました。式典及び記念

講話で司会をされたフリーアナウンサーで「南三陸さんさん夢大使」の佐々木眞奈美様、大変お世話

様でした。  

【生徒代表お礼の言葉／生徒会長】 

【記念講演が終わって／質疑応答】 

【学校長式辞／南三陸高校校長 難波 智昭】 

【記念講演／演題『思いは招く』 植松 努様 】 

 ～南三陸高校訪問～ 
 10月２５日（水） 志津川中学校の２年生が南三陸高校を訪れました。 

 全体会ではカリキュラムや学校行事、部活動のほか、公営塾、全国募集そして学校給食など他校では見られない本校の特色について   

説明を受けました。その後、いくつかのグループに分かれて授業を参観しました。 

 高校の様子を知る機会が少ない中学２年生にとって、今回の学校訪問は進路を考える上でとても良い機会となりました。 

 

 

 

【南三陸高校生徒会による学校説明】 【教室後方から授業を参観する】 



 １１月６日（月）から１１月１０日（金）の４泊５日の行程で、南三陸町関係者の方々

及び南三陸高校の生徒が台湾（台北・嘉義・竹崎）を訪問しました。 

 この訪台は、南三陸町と南三陸町国際交流協会が主催する『日台若者世代交流事業・未

来に繋がる学びの交流プログラム』事業の一環であり、参加生徒が国際社会における見聞

を広め今後の進路の糧とし、そして台湾との相互理解の機会に繋げることを目的としてい

ます。 

 南三陸町からは町長の佐藤仁様をはじめとする４名、国際交流協会から２名、産業団体

から１名そして南三陸高校からは、生徒１０名と佐々木宏明教頭先生が引率者として参加

しました。 

 台湾では、６月、７月に本校を訪れた国立嘉義高級中学と嘉義県立竹崎高級中学を訪問

し、熱烈な歓迎を受け旧交を温めました。そして日本語クラスや英語クラス等の授業に参

加し、市内の嘉義大学を見学するなど、様々な文化交流を経験しました。この事業をとお

して日台双方の関心と理解そして絆が深まり、実りある得難い経験となりました。    【記念の盾を贈呈】            

左・嘉義高級中学 陳校長先生     

右・南三陸高校 佐々木教頭先生 

 過日、連携三校では生徒会役員改選が行われました。そして、各校それぞれ新生徒会会長として選出され、それに伴い新生徒会執行部が正式に発足

しました。新生徒会会長と新執行部の新たなる門出には大きな期待が寄せられます。頑張ってください。旧執行部の皆さん、ご苦労様でした。 

南三陸高校   新生徒会長  

 

これまで紡いできた伝統を受け継ぐともに、新たなバトンをつなげたいと思っています。ま

た、生徒一人ひとりと試行錯誤しながら、明るく活気溢れた学校を作っていきます。 

多くの人に支えられていることに感謝を忘れず頑張ります。宜しくお願いします。 

 志津川中学校 新生徒会長   

 

 私はこの志津川中学校を、意欲的で明るい活発な学校にしていきたいと考えています。私が

学校を引っ張っていけるのかという大きな不安がありますが、どんなことも楽しみつつ全力で

頑張っていきたいと思います。生徒会スローガンである「頂〜登り詰めろ最高の景色〜」成し

遂げた後に見える景色にたとえた「頂」を志中生全員が一丸となり目指していきます。 

【歓迎式／嘉義高級中学にて】         【学校交流／竹崎高級中学にて】 

歌津中学校 新生徒会長  

  

 「私は「共に創り上げる学校」をスローガンにして、生徒全員の意見を取り入れ、より楽し

く学校での活動できるような環境づくりに取り組んでいきたいと思っています。前生徒会長の

意思を引き継ぎ、生徒が主役の生徒会を作っていけるように尽力したいと思います。１年間ど

うぞよろしくお願いします。」 
 


